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会計処理についての実務的な研修会のご案内 

                   ～実例を使ったより具体的な研修～ 

【主な内容】 

① わかりにくい科目や仕訳の解説 

② １年を通した会計システムの構築による年度引継ぎのスムース化 

③ 事前質問に対する回答 

 

今年度も、下記のとおり実例を使った具体的な会計実務を科目や仕訳の解説を中心に、初心者にもわかりや

すい会計研修会を開催いたします。毎年会計担当者が交代され、引継ぎも難しく戸惑われることが多い会計実

務ですが、次年度への引継ぎをスムースに行うためにも、この研修ができるだけわかりやすく簡単に実務がで

きるようになるきっかけとなれば幸いです。この機会にぜひご参加ください。 

また、会計担当者だけではなく、会計システムの構築するためにも、会計実務を理解していただくためにも

会長、副会長の方々も、ぜひご参加下さい。 

なお、今回は多くの方が参加しやすいよう、広めの会場としました。多数のご来場をお待ちしております。 

 

記 

 

１ 日 時  平成26年６月19日（木） 10：00～12：00 （受付 9：30～） 

 

２ 場 所  熊本県民交流館パレアホール（鶴屋東館10F） 

 

３ 講 師  髙木 徳文 氏（元市Ｐ副会長） 

 

４ その他  各単Ｐの決算書・予算書をご持参ください。終了後、個別質問対応します。 

 

主な研修項目 内       容 

 基本的な考え方 （ＰＴＡ会計の独自性） 

 １年を通しての会計の流れ 

 やってはいけない会計実務 

 予算書・決算書について 

 大科目・小科目・科目のつけ方 

 具体的な仕訳の例 

 わかりにくい仕訳の解説（共済掛金、預り金、  

仮払金、立替金など） 

 質疑応答 

  会計実務の注意点、間違えやすい問題点、やってはいけない

ことを解説します。 

  実際のPTAの予算書・決算書を使い、会計ルールに則した予

算書・決算書の作り、科目のつけ方、注意事項を解説します。 

 ＰＴＡの独自性を捉えながら、わかりにくい科目の仕訳など

を解説します。 

 事前質問にもお答えします。 

 


